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要 旨

将来の画像通信網とコンピュータを中心とするデータ通信網を結合し,視聴覚情報サービスを行なうモデル

として画像応答システムを構成してみた｡サブセソタのビデオ応答装置の文字発生器とリフレッシュメモリに

は般用のディジタル磁気ドラムを使用し,英字数字,かな文字のはか,漢字や"平がな”,グラフなどをカラ

ーで表示できるようにしたこと,端末に単純な画像記録装置をおき,必要に応じて映像を記録できるようにし

たことなどの特長を有する｡本稿ではシステム構成の考え方,サブセンタに設置するビデオ応答装置,音声応

答装置,スライドフイルム検索装置の動作,性能について述べ,特にサブセンタ枚器を総合的に制御する手法,

手順について紹介する｡

l.緒 R

将来の情報化社会における総合通信システムでは,従来の電話を

主体とした音声通信のほか,テレビ電話やファクシミリを中心とす

る画像通信と,情報処理装置を中心とするデータ通信システムが有

機的に結合され,人間対人間の通信から必要に応じてコンピュータ

にアクセスする人間対楼械の通信も重要になってくると考えられ

る｡これの一つのモデルとして画像応答システム(VAP通信システ

ム)を構成し,昨年開催された日立製作所創業60周年記念展に出品

し公開した｡本稿では画像応答システムの構成と主としてセンタ機

器の動作,性能について紹介する｡

2.システムの特徴

VAP(Visual,Audio,Printed)通信システムは,テレビ電話によ

る通常の対面通話のほか,次の燐能,特徴を有する｡

(1)端末の押しボタンダイヤル電話故により,必要に応じて中

央のコンピュータにアクセスし,その処理結果を端末のテ

レビ画面上にディスプレイして各種の情報サービスを受け

ることができる｡(ビデオ応答サービス)

(2)コンピュータの処理結果は音声に変換され,電話機を通し

て音声形式で各種の情報サービスを受けることができる｡

(音声応答サービス)

(3)中央に設置されたスライドフイルムファイルを

コンピュータが検索し,映像を端末のテレビ上

にディスプレイすることができる｡(イメージ応

答サービス)

(4)コンピュータの処理結果ほファクシミリ信号に

変換され,端末に設置されたファクシミリ受信

棟により文字や図形を記録することができる｡

(ファクシミリ応答サービス)

(5)端末のテレビ画面上にディスプレイされた画像

は付属の記鐘装置により,必要に応じてハード

コピーをとることができる｡

(6) これらのビデオ応答,音声応答,ファクシミリ

応答ならびにスライドフイルム検索などを行な

う機器ほサブセソタに設置され,データバソク

に相当する中央情報処理装置とはデータ通信回

*
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線を介して結合している｡サブセソタの各種応答機器は多

数の端末に対して時分割多重処理されており■,同時に奥な

る応答が可能で,端末あたりの経済性を向上している｡

このように画像応答システムではビデオ応答,音声応答,ファク

シミリ応答を有機的に結合して,いわゆる"見る”,"聞ぐ'の視聴

覚情報として提供し,これに記録の棟能を付加して,だれでも容易

にコンピュータと会話し,必要な情報をさぐり出すことができる｡

画像応答システムでは,端末を操作するのは一般にはコンピュー

タに不慣れな人々であり,この点を考慮して,従来のディスプレイ

端末の表示機能に

(7)英字,数字,かな文字のほか,当用漢字,平がななど約

2,000種の文字パターンを追加し,これをカラーで表示で

きるようにした｡また文字パターソのはか,棒グラフやマ

ス目などの簡単なグラフィック表示もできるようにした｡

3.システム構成

図1は画像応答システムの構成を示したものである｡端末にほ4

MHzのテレビ電話機,家庭用カラーテレビ受像機に押しポタソダ

イヤル電話枚を組合せたもの,ファクシミリ,画像記録装置が設置

されている｡サブセンタには画像交換機,ビデオ応答装置,音声応

答装置,ファクシミリ応答装置,スライドフイルム検索装置およぴ

これらを総合的に制御する制御装置が設置されている｡このシステ
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図2 サービスフローの一例

ムのセンタほ,大形な情報処理装置を有するコソピュータセンタと

なることを想定し,サブセンタとの間ほ通常のデータ伝送回線で結

合されている｡すなわちコンピュータからみれば,サブセンタの画

像応答装置は一種の端末装置に相当し,多数のサブセンタや他のオ

ンライン端末を相手に各種の業務処理を行なう形になる｡

端末よりの入力は押しボタンダイヤル電話枚で行なわれ,交換轢,

多周波受信器を通して制御装置に入力される｡制御装置はこれをバ

ッファリングし,データ伝送に適した文字の組立,伝送制御などを

行ない,データ伝送回線を介して中央のコンピュータに転送する｡

中央ではこれを処理して,その処理結果をサブセンタに返送してく

る｡サブセンタの制御装置はサービス種別に応じて各種の応答装置

を制御し,ビデオや音声信号に変換して端末に送出する｡これらの

動作ほ多数の端末に対Lて同時に多重処理が行なわれる｡なお制御

装置には今回,ミニコンピュータHITAClOを使用しており,ビデ

オ応答装置の磁気ドラム記憶装置の空(あ)きエリアをファイルとし

て用いることiこより,単純な業務処理ほサブセンタ単独で行なうこ

とができる｡図2ほこの場合のサービスの一例を,図3はサブセン

タ轢器の外観を示したものである｡

4･サブセンタ機器

4.1ビデオ応答装置

現在,開発の進められているテレビ電話は,近い将来電電公社の

テレビ電話通信網をはじめ,各所の民間企業の構内サービスに広く

導入されていくものと思われる｡テレビ電話は本来,Pointt｡P｡int

の対面通話を主体に開発された装置であるが,これの持つ押しボタ

ンダイヤル機能で,交換網を通してコンピュータと容易に結合する

ことができ,その処理結果をディスプレイすることができる｡この

図3 画像応答システムの外観
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図4 テレビスキヤソ･ドット方式の原理
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図5 ビデオ応答装置の原理構成

場合コンピュータの処理結果であるディジタル情報をビデオ信号に

変換するビデオ応答装置を必要とする(1)｡

図4はテレビスキヤソ･ドット方式による文字表示の原理図を示

したものである｡この方式ではテレビのブラウン管上で光った点と

光らない点の組合せで文字や図形を表現する｡このためにほ表示す

べき文字をドットに分解し,光る点を"1”,光らない点を"0”に対

応させ,テレビの建査にタイミングを合わせて送出すればよい｡た

だテレビのブラウソ管の残光性が短いために,ただ一度だけではな

く,フレーム周波数に相当して毎秒30回,繰返し端末に送出し,人

間の目にフリッカーを感じさせないようにしなければならない｡

ビデオ応答装置はこのようなディジタルコード情報からビデオ信

号への変換を同時に多数の端末に対し時分割に行なうわけで,文字

発生器(CG)を多重に利用する方式と,変換されたビデオ信号をサ

イクリックに記憶するビデオリフレッシュ方式がある｡前者ほ文字

発生器の動作速度より,現状では数回線の多重制御が限度である｡

またグラフイヅク表示の多重処理が困難なため,このシステムでは

後者のビデオリフレッシュ方式を採用した｡この方式でほ端末のテ

レビ1台につき,4MHz方式の場合,約275kbit(525×525)のリ

フレッシュメモリを必要とするが,今回ほビットあたりの単価が安

く,1回転の周期(60Hz駆動)がテレビの1フィールド周期に一致

する磁気ドラム記憶装置を使用した｡磁気ドラム記憶装置ほ現在,

30～40Mbitのものが実用されており,原理的にほ100～150台の

テレビ端末のリフレッシュメモリを実現することになる｡

一方,コード情報をビデオのドットパターンに変換する文字発生

器はビデオ応答装置の辞書に相当する部分で,コンピュータよりの

コード情報でこれを索引し,選ばれたドット情報を磁気ドラムの所

定のアドレスに書込むことになり,画面を言替えるときのみ必要な

ため,テレビの端末対応に持つ必要はない｡文字発生器のドット数
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表1 表 示 装 置 の 仕 様

項 4MHz商用テレビ 4MIiz テレビ電話

数波
直
平

周向

垂
水

偏

60Hz

15.75kHz

60Hz

15.75kHz

間期
直
平

線

垂
水

b帰

(20±2.0)H

(0.1±0.02)H

比向
直
平

偏

垂
水

過

”
カ
”
カ

0

7

1
0
7

約
約

卸
榔

指
摘

%
川
%

9

▲又U

QU

QU

は多ければそれだけ表示された文字の自発性は向上するが,画面に

表示できる文字数は減少する｡ここでは1文字に18×22ドットを

使用し,漢字を含む2,000種板の文字に対し

18×22×2,000;…800kbit

の記憶容量を用意し,リフレッシュメモリと同一回転体に収容して

いる｡図5はビデオ応答装置の原理的構成を示したものである｡文

字発生器のアドレス指定,走査変換,リフレッシュメモリのアドレス

指定は制御装置であるHITAC-10がソフトウェアで行なっている｡

表1は端末である表示装置の仕様で,画面にドットで表示する場

合,水平方向のドット数を決定するには所要周波数帯域,解像度な

どを考慮しなければならない｡図dは1水平期間のドット配列図

で,63.5/上Sの問に480ドットを配分し,中央の320ドットを文字

表示の有効領域とした｡これから映像信号の最高周波数ほ水平走査

の周波数が15.75kHzであることより

ふⅩ=ぷ型=3.78MHz2

となる｡また垂直方向の有効走査線数は表1の有効領域より

525×(1-0.1)(1-0.11)≡420本

程度ほとれる｡以上からドット数 横18×縦22,文字間間隔6ドッ

トをとり,横12文字,縦14文字の表示文字数とした｡図7はディ

スプレイの一例である｡

4.2 ファクシミリ応答装置

ファクシミリ応答装置はコソピュータの処理結果であるディジタ

ルコード情報をファクシミリ信号に変換する装置で,走査方式はテ

レビと同一であるが,解像度がビデオより大きいこと,走査速度が

テレビに比較して極度に遅いことを除き,ビデオ応答装置と原理的

にほ同じ構成となる｡ただしビデオ応答のように同一ビデオ信号を

毎秒30回,繰返し送出する必要はなく,ファクシミリの場合ただ一

度送出すれば,これにより記録されることになり,いわゆるリフレ

ッシュメモリほ不要となる｡なおファクシミリ応答装置は今回実装

されていない｡

4.3 音声応答装置

音声応答装置はコンピュータの処理した結果を人間のもっとも親

しみやすい音声に変換して端末の電話機に送出する装置で,方式的

に編集方式と合成方式および両者の折衷方式ともいうべき編集合成

方式(2)がある｡編集方式(3)は人間の肉声を単語や文節単位の音声素

片に分解し,これをあらかじめメモリに記憶しておき,コンピュー

タよりの指令に基づきこれらを組合せ編集して,まとまった文章に

して出力する方式である｡合成方式はなんらかの方法により電気的

に音声を作り出していく方式で声道アナログ方式やターミナルアナ

ログ方式が有名である｡編集方式は明瞭(めいりょう)で自然な高品

質の音声が得られ,また多重利用も容易であるが,反面応答可能な

語彙(ごい)の数に制限がある｡画像応答システムでは音声による情

報伝達ほビデオの補助手段として用いられており,必要な語彙の数

も少なくて済むことから編集方式を採用した｡

図8は音声応答装置の構成原理図で,音声ドラムは3秒に1回転
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図9 音声応答制御装置系統図

のおそい速度で回転しており,単語や文節が所定の位置にアナログ

形式で記録されている｡タイミソグトラックにほ音声の発声開始時

点を示すタイミングパルスが記録されておiフ,これを制御装置に送

出する｡制御装置はセンタコンピュータの指令に対応して所定の回

線に対しトラックアドレス信号を送出してくる｡たとえば回線#1

に対し,トラックアドレスとして#1,#2,#4,♯8,#3,♯9と順次

送出してくると,音声応答装置はトラックアドレス選択スイヅトを

Sll,S12,S14,S18,S13,S19と順次動作させ,回線#1出力には,

｢お答えは23.1です+
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図11 ビデオ応答装置の制御

の音声が得られる｡同様にして回線♯2にもトラックアドレス系列

を送出すると♯1とは同時に異なる内容の音声が得られる｡出力回

線数やトラック数が少ない場合には図8のようなスイッチマトリッ

クスを機械的なリレーで構成することもできるが,回線数,語彙数

の大きい場合にはパルス振幅変調(PAM)による多重化技術を利用

して,電子的なスイッチで構成するのが得策である｡図9はこの場

合の構成図で,トラック蓉1～63の各アナログ音声信号を標本化し

て,ハイウェイ上に時分割多重振幅変調の形式で並べる｡一方トラ

ック選択スイッチとして出力の回線対応にトラックアドレスレジス

タと復調器を持ち,制御装置より送られてきたトラックアドレスと

標本化パルスの時間位置の一致したときのみPAM復調を行なえ

ば,所定のトラックの音声が再現されることになる｡

4.4 スライドフィルム検索装置

将来のマイクロフィルムやマイクロフィシュによる情報検索を想

定して,画像応答システムには単純ではあるが,スライドフイルム

の検索機能を持たせ,これに収容されている映像情報を端末のテレ

ビ画面にディスプレイできるようにした｡これは情報サービスで固

定的な映像′くターンはスライドフイルムより,変化する情報はビデ

オ応答装置より与えらjl,相対的にコンピュータの負荷を軽減する｡

またコンピュータでは取扱いの困難な映像情報を検索により端末に

与えようとするのがねらいである｡この場合スライドフイルム検索

装置とビデオ応答装置は同一の制御装置のもとで動作するため,ス

ライドよりの映像情報とビデオ応答装置よりの文字情報を重畳して

端末のテレビに映し出すことも可能である｡たとえば旅行案内サー

ビスで,固定的なパターソである日本地図はスライドフイルムより

与え,顧客の好みにより変化するルート,時刻などはコンピュータ,

ビデオ応答装置経由で与え,両者を重畳してテレビ画面上にディス

プレイすることもできる｡

4.5 画像交換轢

今回のシステム構成では4MⅡzまでの画像信号まで交換可能な
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表2 H-1610処理装置の概略仕様

項 目 性 能

モ リ 容 量 4K語＋4K語

サ イ ク ル タ イ ム 1.4/イ語

語 長 16 ビット＋パリティビット

数 値 語
固定小数点16ビットまたは倍長32 ビット

ただし倍長はオプション

約30(乗･除算,倍長浜算はオプション)

マイクロ命令を含めて約50種

形 式

式方算浜

ページ,間接アドレス,イソデックスただし

インデックスはオブシまン

2 進 並 列

浜

算

速

度

算

ア

チ

算
算

スレ

ス

ン

減
′

ド

ド

ラ

ァ

ー

接

加

ロ

ブ

乗
除
間

2.8〃S

2.8/∫S

l.4′唱

9.8/′S

ll.2J-S

l.4J`S

割 込

自動再ス タ
ート 横柄

経 時 時 計 機 構

メモリパリティエラー

アドレスヱ･ラー

レ ベ ル 種 オペコードストップ

入 出 力

電源異常(オプション)

オ ブ シ ぎ ソ

オ プ シ ョ ン

入 出 力 接 続 台 数

同 時 処 理

64台MAX

可 能

基 本 入 出 力 装 置 H-9331データタイプライタ10字/秒

20回線の画像交換機を用い,加入者端子に図1に示す各種端末とサ

ブセソタの着信を与えるトランクを接続した｡なお選択信号には多

周波信号形式を採用した｡

4.る 多周波受信器

押しボタンダイヤル電話棟より与えられる多周波の入力情報を直

流符号に変換する多周波受信器を着信トランクのあとに置き,制御

装置よりの走査により,この情報を取り込めるようにしてある｡な

おコソピュータより加入者を呼び出す場合には,端末アドレスを示

すコード情報を自動的にダイヤル信号に変換する装置(自動呼出装

置)を置けばよいが,今回は実装されていない｡

4.7 制 御 装 置

サブセソタの各種応答機器,多周波受信器,データ伝送のための

伝送制御装置などを総合的に制御する装置で,システムの融通性な

らびに抗張性などを考慮して今回はミニコソビュータ,HITAClO

(8k語)を用いた｡図10は制御装置を中心にした画像応答システム

の構成図で,H-1610処理装置からみれば,画像応答棟器は外部装

置であり,処理装置の入出力インターフェイスを通して結合されて

いる｡

H-1610処理装置は低速外部装置用と,高速外部装置用を1本に

実装した単一の入力インターフェイスを標準としている｡低速の入

出力インターフェイスは処理装置のアキュムレータを経由してデー

タの転送が行なわれ,高速入出力インタフェイスほ外部装置の制御

のもとに,専用のチャネル制御装置を介してデータの授受が行なわ

れる｡データは処理装置のメモリサイクルを留用して授受され,最

高700k語/sの転送が可能である｡図10の(H)ほ高速入出力イン

ターフェイス,(L)は低速入出力インターフェイスを表わしてい

る｡表2はH-1610の性能の概略を示したものである｡

画像応答システムにおける制御装置の主要な枚能ほ次のとおりで

ある｡

(1) ビデオ応答装置,ファクシミリ応答装置の制御

(2)音声応答装置の制御
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(l)文字表示フロー

NO

NO

NO

START

LOAD WA-R

LOAD WC-R

LOAD ADD-R

READ CG

1文字データ

の読込み

ラスタースキャン

書換え

1行終了か

YES

LOAD WA-R

LOAD WC-R

LOAD ADD-R

WRITE RF

YES

YES

終 了

図12 ビデオ応答装置の制御フロー

TART ARE

Ⅰ/0

引回鞍にS紅PONFLAGARE

FLAG

ありか?

TRACKI)ATA送出

♯2回軌こS灯PONFuGARE

TRACE DATA送出

STOf■ARE

図13 音声応答装置の制御フロー

NO

NO

NO

1行表示

全行表示

YES

SENSE MFC

YES

READMFR♯1

YES

′事h国魚
データムり

READ

主ルーチンへ

国14 MFRの制御フロー

(3)スライドフイルムの検索制御

(4)多周波受信器,着信トラソクの制御,入力情報の取り込み

(5)データ伝送制御

人7.1ビデオ応答装置,ファクシミリ応答装置の制御

ビデオ応答装置の制御は図11に示すように磁気ドラム記憶装

置の制御であり,制御装置の指定する文字のドットパターンを文

字発生器(CG)より索引し,これをテレビ上のラスタスキャンに

合致するように走査変換して再びリフレッシュメモリである磁気

ドラム装置に書込む動作をす声｡リフレッシュメモリの読出しは

御御装置とほ独立に行なわれ,端末のテレビに送出する｡図11で

SECTOR-C,TIMは磁気ドラムのロケーショソアドレス,タイ

80
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信号
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｢ニ諒‾‾ニニJ忘二CRT

1[

○ lじ+チャ
記錨紙 ヵッタ

習＼ぞ首ト

二二_+
利一剛言号

図15 記録部の構成

図16 記録 画像例

ミソグを与えるカウンタ,ADD-Rは制御装置よりのアドレスを

一時記憶するレジスタである｡またWA-R,WC-Rは磁気ドラム

と制御装置間のデータ転送を制御する部分で,WA-Rは転送デー

タの先頭アドレスを示すレジスタ,WC-Rは転送語数を示すレジ

スタカウンタで,WC-Rは1語転送するごとにSub-1される｡

WA-R,WC-Rは転送に先立ち制御装置の低速入出力インターフ

ェイスで初期設定が行なわれる｡図12はビデオ応答装置の制御

フローを示したものである｡

4.7.2 音声応答装置の制御

音声放こ答装置の制御は音声ドラムに記録されている音声素片を

トラック選択により順次選択し,まとまった文章にすることで,

御御装置側でほ音声出力の回線対応にトラックアドレステーブル

を持ち,音声応答装置よりの割込みに応じてテーブルを選択し,

トラックアドレスを送出する｡音声ドラムは3秒に1回転の低速

回転であり,これを6セグメントに分割した単語単位の500ms

ごとに割込みが行なわれる｡したがって32音声出力回線にデー

タを送出する場合でも15msごとに転送を行なえばよく,今回は

低速入出力インターフェイスを用いた｡図13ほ音声応答装置の

制御フローを示したものである｡スライドフイルム検索制御も原

理的には音声応答装置と同一の手順で行なわれる｡

4.7.3 多周波受信器(仙FR)よりのデータの取り込み

端末の押しボタソダイヤル電話枚より与えられる多周波信号を

MFRを通して制御装置に取り込む｡MFRは端末対応に持ち,制

御装置は順次これを走査して,20utOf7の信号をそのまま取り

込み,制御装置内部で2進符号に変換する｡入力は最大40msの

速度で転送されてくるため,制御装置は20msごとにタイマー割

込みをかけ,各回線のMFRをセンスする｡図14はMFRの制御

フローである｡

5.端 末 装 置

画像応答システムの端末装置は家庭用のカラーテレビ受像政,4

MHzのテレビ電話機(5)および本誌別稿の高速ファクシミリ受信放

であるため,ここではこのシステム特有の画像記録装置について述

べる｡



5.1記 録 装 置

記録装置は,図15に示すように電子写真方式を採用している｡

画像情報に含まれる内容は標準テレビと同じであるから,信号一画

像変換にはテレビ用CRTでじゅうぷんまにあい,記録時間,画質

とも他の記録方式に比べなんら遜色(そんしょく)はない｡

記録部は次のように動作する｡記叙すべき画像がテレビ電話に表

示されたとき発せられる指令に基づき,酸化亜鉛記録紙が繰り出さ

れ,カッターにより定寸法に切断され,コロナチャージャにより帯

電され像投影位置で停止する｡同時にレンズのシャッタが開き画像

露光が行なわれ,記録紙面上に電荷潜像が形成される｡続いて,前

浴液,現像液槽を通って現像され画像が完成する｡

像ほ12インチのテレビ用CRT上に再生され,ダ=5.6,′=160mm

のレンズを介してB5判に等倍記録される｡図Idは記録例である｡

記録紙として用いる酸化亜鉛感光紙ほ,はぼ可視光全域に増感さ

れた高感度紙でP4けい光体にはぼ等しい分光感度を有しており,

タングステン光での必要零露光量は約201Ⅹ一Sである｡

液体現像剤としてほ画像内容に中間調を含むため,中間調再現の

良い軟調トナーを用いた｡液濃度ほ自動的に調整される｡

CRTのハイライト部輝度ほ約1,0001m/m2であり,通常のテレビ

像並みである｡このような像は10秒前後の時間で記録することが

できる｡

本装置でほ,F=5.6のレンズ,テレビ用CRTを用いたが,さら

に明るいレンズ,専用CRTを用いれば,記録時間ほ1～2秒に短縮

することができる｡

本記録装置は取扱いも簡単で,ハードコピーのランニソグコスト

に安価な電子写真耗を用いているので経済的である｡なお,この装

置ではB5判に等倍記録するよう設計されているが画像内容から考

えて必ずしもその必要はなく,小サイズに記録すればいっそう低コ

ストになる｡

d.システムの仕様,性能

d.1端 末

(1)4MHzテレビ電話機

(2)4MHz家庭用カラーテレビ受像機

(3)48kHz高速ファクシミリ受信機

(4)画像記録装置

(5)押しボタンダイヤル電話擦

る.2 交 換 横

今回ほ20回線の6線式ビデオ交換機を用いた｡

d･3 ビデオ応答装置

(1)スキヤソ方式

(2)表示文字種類

テレビスキヤソ,ドット方式

英字,数字,かな文字,

漢字

(3)ド ッ ト 数

英数字かなのみのとき

漢字を含むとき

(4)表示文字数

英数字かなのみのとき

漢字を含むとき

表示文字種炉,ドット数,

更可能｡

グラフィック表示

カ ラ
ー表示

同時処理回線数

記号,平がな,

計約2,000種

5×7

18×22

32字16行

14字12行

表示文字数はソフトウェアで変

棒グラフ,マス目

7色

最大32の端末に対し同時に異なる応

答が可能

(8)文字発生器 磁気ドラム記憶装置

画 像 応 答 シ ス テ ム 709

(9)リフレッシュメモリ 磁気ドラム記憶装置

(10)出 力 信 号 4MHz,標準テレビ信号

d.4 ファクシミリ応答装置

(1)スキヤソ方式 フクシミリスキヤソ,ドット方式

(2)記録文字種類 約2,000種

(3)ド ッ ト 数 18×22

(4)文字サイ ズ 2.3mmx2.8mm

(5)解 像 皮 8本/mm

(6)記録文字数 60字,80行(最大)

(7)記録紙ティズ A4判

(3)記 録 速 度 約40秒/枚

(7) グラフィック記録 可能

(8)同時処理回線数 最大8端末に対し同時に異なる記録が

(9)同 期 方 式

占.5 音声応答装置

(1)方 式

(2)音声ド ラ ム

(3)録 音 方 式

(4)ドラムトラック数

(5)ドラム回転同期

(6)セグメント分割数

(7)収容語彙数

(8)多重化方式

(9)同時処理回線数

(10)出力音声周波数帯域

可能

従属同期方式

編集方式

磁気ドラム

アナログ方式

64

3秒/回転

3～6

1文節/トラック

または3～6単語/トラック

′くルス振幅変調方式

同時に32端末に対し異なる応答が可

能

0.3/～0.4kHz

d･d スライドフィルム検索装置

(1)フイルムサイズ

(2)収 容 枚 数

(3)ア ク セ ス

(4)アクセスタイム

(5)カ メ ラ

走 査 線 数

フレーム数

周 期

d.7 画像記録装置

(1)方 式

(2)記 録 紙

(3)紙 サ イ ズ

(4)記 録 時 間

(5)現 像 方 式

(6)起 動

る.8 制 御 装 置

表2に示すとおりである｡

35mm

80枚

ランダムアクセス

最大3秒

ITVカメラ(白黒)

525本

毎秒30枚

ビデオ応答装置リフレッシュドラムに

同期

電子複写方式

電子複写紙.

B5判

10秒以下`

液体現像

セソタ制御

7･応答システヰの用途

これまで述べたように画像応答システムはコソピュータと画像端

末椀器を結ぶ視聴覚情報システムで,これに記録の機能を持たせた

ファクシミリ応答装置または画像記録装置を併用すれば,完全なマ

ンマシンインターフェイスが構成される｡またスライドフイルム検

索装置をロールフィルムやマイクロフィシュによる大容量のイメー

ジファイルに拡張し,これに高解像の光電変換器を付属させればオ

ンラインで種々の情報検索が可能となるであろう｡画像応答システ
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ムの用途はアプリケーシュンに応じて種々考えられるが,そのおも

なものをあげると

(1)問合せ応答サービス

(2)いっせい放映,いっせい放送

(3)コーリソグサービス

に分けられる｡

問合せ応答サービスは端末よりのインククイヤリによりコソピュ

ータが回答を視聴覚情報で応答する形式で,広い意味での情報検索

がこれに該当する｡たとえば各種情報案内,教育情報システム,資

料文献検索などがあげられる｡

いっせい放映,いっせい放送ほコンピュータが主導権を持ち,端

末に情報をいっせいに送出する用途で,空港や駅などのアナウソス

やディスプレイの自動化,株価やニュース記事のいっせい放送,放

映などが考えられる｡コーリソグサービスほいっせい放送,放映の

特別の場合であるが,コソピュータの指定する端末を応答装置が自

動的にダイヤルして呼び出し,最新式のデータを端末に送出する用

途で,毎正時のデータ分配,データ量が一定量に達した場合の通報

などへの応用が考えられる｡

サブセンタの応答撥器は制御装置(HITAClO)の標準入出力イ

Ⅴ○Ⅰ山53 NO.7 1971

ソターフェイスで結合されており,ソフトウェア制御を主体として

いるため,システム構成に対する融通性が大きく,アプリケーショ

ソによってほ各応答装置を単独に用いることもできる｡たとえば高

速ファクシミリ受信機とファクシミリ応答装置を用いて多数の端末

に対し多重処理可能な漢字記録システムを構成することもできる｡

8.緒 言

画像応答システムは画像通信とコソピュータを結合するモデルと

して構成されたシステムであり,情報の映像化が叫ばれている現在,

将来の情報化社会でのコンピュータ利用に対しーつのピジョンを与

えるものといえよう｡

終わりにこのシステムの開発に際し,ご指導いただいた関係各位

に感謝する｡
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(2)
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特 言午 の 紹 介

特許弟574232号(特公昭44-31656号)

オ ン ･ オ フ

この発明は天井克行用のホイストなどを動作させる場合に用いら

れるオン･オフ信号回路方式に関するものである｡

従来,たとえば天井走行用のホイストにおいては,1本の信号伝

送路で単一の制御信号,たとえばフックの前進,後退,上昇,下降

の一つを指令する信号を伝送するのみであった｡この方法はフック

の一動作ごとに伝送線路が必要であり,布線が煩掛こなるとともに,

コストが高くなるという欠点がある｡

この発明は上述の点を改良するためになされたもので,図lにそ

の原理を示す｡

同園でリレー1ほ3e以上の電圧で動作し,リレー2は2芭以上の

電圧で動作するように設計される｡またSCRは2巨を越える電圧が

印加されると導通するように接続される｡

この構成では開閉器をaに閉成したときはリレー1,2ともに動

作せず(停止),bに開成したときはリレー2のみが動作し(フック

の上昇または前進),Cに開成するとSCRが導通するためリレー2

の端子電圧が下がり,これが非励磁となりリレー1のみが動作する

(フックの下降または後退)｡

この原理を利用した具体的な回路ほ図2に示すとおりである｡

この回路ほ送信側にダイオードブリッジを設け,正｡負両方向の

両波整流電圧を得るとともに,受信側にダイオードを接続して正お

よび負の直流を別々に用いているので,開閉器の接点a～dに対応

してリレー1～4を独立に動作させることができる｡

このような方式によれば1対の信号線でホイストのフックを上下

前後に移動させることができ,信病性,価格の面で有利である0 ま

た全波整流しないで交流を直接利用する場合には高価な対称形半導

体スイッチを用いる必要があるが,この方式では安価なSCRを用い

ることができ実用的である｡ (井沢)
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